
＜問い合わせ先＞
兵庫県 県土整備部 県土企画局 交通政策課
地域交通係 荻、計画係 山内
ＴＥＬ：０７８－３６２－３８８５（直通）

公共交通を取り巻く環境は、自家用車の普及、超高齢社会の到来など、様々な要因が

複合的に重なり合う大変厳しい状況にあり、行政や交通事業者が単独で対応するには限

界があります。

県では、平成 19年度より毎年勉強会を開催しており、平成 22年度は、相互理解を深

めるため、行政と事業者を対象にした勉強会を計３回開催しました。

ただ、行政と事業者が話し合う雰囲気はできつつあるが、自発的に率直に話し合うこ

とのできる段階までには達していないことから、平成 23 年度は、平成 22年度に引き続

き、「持続可能な公共交通とするため、行政と事業者との協働体制を構築できる環境づ

くりを行う内容」の勉強会を開催します。

１ 平成 23年度の計画について
回 数 日 時 場所 対 象 内 容 （ 第３回は予定 ）

第１回 平成 23 年７月 12 日(火)
テーマ“バスまつり”。今年９月に尼崎市で開催の「バスまつ

り」を参考に、イベントを活用した利用促進策の提案。

第２回 平成 23 年９月 12 日(月)

テーマ“成功理由を探る”。「たま電車」で有名な和歌山電鐵、

デマンド型交通導入の熊本県菊池市、路線評価指標を導入の本

県豊岡市を招聘（３団体とも地域公共交通活性化に係る国土交

通大臣表彰を受賞）。ロールプレイングを通じた課題の洗い出

しや、デマンド型交通の是非について検討。

第３回 平成 23年 11月 14日(月)

神戸

市内

行 政

事業者

テーマ“課題から学ぶ”。地域力があるにも関わらず取組が１

年で終わった川西市大和団地を取り上げながら、持続可能な公

共交通について検討。

２ 第２回勉強会の概要について

(1) 目 的：① 地域公共交通活性化に係る国土交通大臣表彰を受賞の３団体を招聘し、

真の成功理由を探る。

② それぞれの職場に戻ったのち、事業者と行政が連携し、公共交通にお

ける諸課題の解決に取り組むことを、到達目標とする。

(2) 日 時：平成 23 年９月 12 日(月) 13:00～17:30

(3) 場 所：兵庫県中央労働センター 大ホール（神戸市中央区下山手通 6-3-28） ※第１回の会場とは異なります

(4) 主 催：兵庫県県土整備部県土企画局交通政策課

(5) 後 援：〔行 政〕国土交通省近畿運輸局、兵庫県生活交通対策地域協議会、阪神都市圏公共交通利用促進会議

〔事業者団体〕(社)兵庫県バス協会、関西鉄道協会

〔学 識〕兵庫県立福祉のまちづくり研究所、交通まちづくり学研究会

(6) 対 象：行政及び事業者の担当者（バス、鉄道） 約 100 名 ※第１回参加者数：81 名

(7) 内 容：

内 容 講 師 な ど

13:00～13:10 挨拶 兵庫県交通政策課長

13:10～13:55 講演「“たま電車”

～マスコミが取り上げない 真の成功理由～｣(仮)

和歌山電鐵株式会社

礒野 省吾 代表取締役専務

H21 大臣

表彰受賞

13:55～14:40 講演「菊池市の交通体系の構築

～行政と事業者と住民との三位一体の取組～｣(仮)

熊本県菊池市 経済部 商工観光課

笹本 聖一 参事

14:40～15:25 講演「豊岡市の交通体系の構築

～行政と事業者と住民との三位一体の取組～｣(仮)

兵庫県豊岡市 都市整備部 都市整備課

谷口 雄彦 係長

H22

大臣

表彰

受賞

15:25～15:40 休憩

京都大学 土井 勉 特定教授

大阪大学 猪井 博登 助教

15:40～17:25

(ＷＳ65 分)

(発表 40 分)

ワークショップ（いずれかのテーマを選択）

テーマ１「もしも自分が逆の立場だったら･･･

（行政⇔事業者）」

テーマ２「デマンド型交通の是非」
県立福祉のまちづくり研究所

北川 博巳 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長、天野 圭子 研究員

17:25～17:30 事務連絡

３ 申込方法について

・別紙参加申込書により、ＥメールまたはＦＡＸで、県交通政策課まで（〆切：平成 23年８月 31日(水)）

※第１回に参加できなかった方や行政管理職の方のご参加も、喜んでお待ちしています。

４ その他

・公共交通に関する勉強会です。可能な限り、公共交通機関を利用のうえ、お越しください。

第１  回勉強会

た ま 電 車
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平成 23年度第１回公共交通勉強会 ～ テーマ「バスまつり」～

公共交通を取り巻く環境は、自家用車の普及、超高齢社会の到来など、様々な要因が複合的に重なり合う大変厳
しい状況にあり、行政や交通事業者が単独で対応するには限界があります。
県では、平成 19 年度より毎年勉強会を開催しており、平成 22 年度は、相互理解を深めるため、行政と事業者を
対象に計３回開催しました。ただ、行政と事業者が話し合う雰囲気はできつつあるものの、自発的に率直に話し合
うことのできる段階までには達していないことから、平成 23 年度は次の内容で開催します。
【平成 23 年度の勉強会】
・目的：持続可能な公共交通とするため、行政と事業者との協働体制を構築できる環境づくりを行う。
・目標：各々の職場に戻っても、行政と事業者とが自発的に率直に話し合える関係を構築する。
【第１回の勉強会】
・目的：今年９月に尼崎市で開催の“バスまつり”を参考に、利用促進策の提案を、行政と事業者が連携して取り

組むことにより、相互理解と協働体制の構築を図る。
・目標：それぞれの職場に戻ったのち、行政と事業者が連携し、イベント等を活用した利用促進を行う。

参加者数

学 識 者 ４名

国 ２名

県(事務局含む) 15 名

市 町 31 名

事 業 者 29 名

【概 要】
日時：平成 23 年７月 12 日(火) 10:30～17:50
場所：生田文化会館 大ホール
主催：兵庫県県土整備部県土企画局交通政策課
後援：国土交通省近畿運輸局、兵庫県生活交通対策地域協議会、
阪神都市圏公共交通利用促進会議、(社)兵庫県バス協会、関西鉄道協会、
兵庫県立福祉のまちづくり研究所、交通まちづくり学研究会 計 81 名

午 前 の 部 （ 行 政 対 象 ）

講 義「公共交通のイロハ ～ 難解なバスの世界へ ようこそ ～ 」
国土交通省 神戸運輸監理部 兵庫陸運部 本田 泰彦 専門官
兵庫県 県土整備部 県土企画局 交通政策課 荻 裕之 主任

公共交通担当部署に着任した１年目の行政担当者にとって、最初のハ
ードルになるのが、道路運送法の体系や支援制度の仕組み。難解なバス
の世界に少しでも早く慣れてもらうため、道路運送法や支援制度等につ
いての講義を行いました。

講 義「行政広報紙を通じた問題提起の手法」
佐用町 企画防災課 復興企画室 春國 由起夫 係長

今年の第 47 回全国広報コンクールにおいて総務大臣賞を受賞の“広報
さよう”（2010 年 12月号）の当時の担当者をお招きしました。
「つまらない紙面」とのイメージが強い行政広報紙を見てもらうために
は、①行政課題を住民に身近な生活課題に置き換えること、②行政にも
限界があることを知ってもらうこと、③住民への期待やメッセージを込
めること、の必要性や、大きな反応はなくても 100 人中１人でも反応が
あれば何らかの成果は得られること、とのメッセージがありました。

午 後 の 部 （ 行 政 ・ 事 業 者 対 象 ）

講 演「持続可能な鉄道に向けた取り組みと 鉄道事業者が行政に期待すること」
阪急電鉄株式会社 都市交通事業本部 都市交通計画部 上村 正美 部長

大阪・神戸・京都に幅広く鉄道網を構築している阪急電鉄の都市
交通計画部長をお招きし、講演いただきました。
人口減少時代の鉄道経営は、これまでの需要追従型から需要創造
型への転換が必要であること、そのため、沿線の価値やブランドを
向上させ、沿線に住みたいと思う方を創出することが必要であり、
小林一三のビジネスモデルは健在である、との説明がありました。
また、鉄道には輸送手段に留まらない価値があること、バスや自
転車等の末端交通があってこそ幹線としての鉄道が生き続けられ
ること、「赤字続きの鉄道は廃止すべき？」をそれぞれが考えてほ
しいこと、とのメッセージがありました。

講 演「公共交通利用促進に向けたスルッとＫＡＮＳＡＩの取り組み」
株式会社スルッとＫＡＮＳＡＩ 井上 直浩 執行役員

関西圏を中心に 58 社局で構成されるスルッとＫＡＮＳＡＩの執
行役員をお招きし、講演いただきました。
各社局単独では実現困難な新たな価値を創造し、公共交通機関と
して一体性のある運輸事業の健全な発展を図るため、バスまつりの
開催や広域的なスタンプラリーの実施、外国人観光客対象のキャン
ペーンなど、多様な活動の紹介がありました。
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ワークショップ テーマ１「イベントを活用した利用促進策の提案」
テーマ２「日頃の疑問を解消しよう！」

ワークショップに先立ち、京都大学大学院 土井特定教授より、“ワークショップの進め方”の講義を受けまし
た。「ワークショップは、立場は様々かも知れないが、先ず個人として参加していただきたい」との指導や、今後、
それぞれの職場で実践できるよう、役割分担や課題の出し方、まとめ方等のノウハウを教えていただきました。
その後、前後半の計２テーマについて、参加者が 10班に別れ、検討→模造紙作成→発表→質疑を行いました。
テーマ１では、「きっかけは子供。いかに親まで広げるか」「一過性ではなく、いかに持続的に興味を持っても
らうか」「公共交通だけでなく、環境や福祉と連携すべき」「団体トップの参加が必須」等の発表がありました。
テーマ２では、ダイヤや停留所等の身近なことから、事業展望や経営方針等まで、自由に話し合われました。
昨年度より取り入れたワークショップですが、慣れてきたのか、または、率直に話せるようになったのか、昨
年度と比べて制限時間内に上手くまとめられました。今年度の勉強会の目標である“各々の職場に戻っても、行
政と事業者とが自発的に率直に話し合える関係を構築する”に、一歩ずつ近づいているのではないでしょうか。

＜チーム名＞
１班：チームヘビー、２班：バス頑張れ～、３班：タマネギ 、４班：ファミリー、５班：やろうぜ
６班：チーム日本海、７班：ＨＣＢ４８ 、８班：チーム山口、９班：猪井ゼミ 、10 班：チーム１年生

参 加 者 ア ン ケ ー ト

１ 全体を通じて
(1)今回の点数 平均 81.8 点（最高 100 点、最低 50点）
(2)ご意見
○交通政策＝バス活性化と考えていたが、鉄道が重要で
あることが分かった。（行政）
○事業者や他の行政担当者と生の話ができた。（行政）
○自治体と事業者が本音で話し合えた。（事業者）
○行政とつながりを持てた。（事業者）
×時間が不足。またまだ議論できた。（事業者）
×ワークショップの時間が短い。（行政、事業者）

２ ワークショップについて
(1)時間設定 前回と同じ設定にしたが、「適切」との回答は、前回２

割に対して、今回３割。
(2)勉強会の目的等 ・相互理解を深められたのは、回答 41名中 40名。

・職場に戻ったのち連携した利用促進について、“行いた
い”のは回答 41名中 19名、“検討したい”のは 21名。
今後の展開に大いに期待が持てます！

３ 会場までの交通手段について
会場が神戸であったためか、８割が公共交通で来場。公共交通の利用を想
定した時間設定等を引き続き実施しますので、ご協力をお願いします！

＜参考：ワークショップのテーマ＞

テーマ１「イベントを活用した利用促進策の提案」

バスまつりに囚われず、自由な発想で、自由に提案してください。ただし、予算制約が一番のネ
ックになると思われるため、次のとおり前提条件を設定します。
○イベントに係る前提条件
・市民まつりや農林漁業祭等、皆さんがイメージしやすいイベントでＯＫ。
・イベントの開催時間は、晴天に恵まれた日曜日の 10～16時。
○予算に係る前提条件
・自前の予算はなし！ ただし、①委託せずに自らで作成するチラシ等、事務費の範囲内でできる
こと、②経費が掛かる内容であっても、班の事業者の方が「それくらいは手弁当でやりましょ
う！」、または、班の行政の方が「それくらいは予算要求せずに実施可能です！」と言ってくれ
たこと、③寄贈品等の販売により得た収入や、関連団体からの寄付金を原資にすること、はＯＫ。
○その他前提条件
・可能であれば、公共交通を使ってイベントに来てもらうための施策（企画切符の販売、駅やバス停を分かりやす
い表示に変える等）も織り込んでください。
・可能であれば、来場者の口コミ等により来場者以外にも訴求できる内容も織り込んでください。

テーマ２「日頃の疑問を解消しよう！」

○内容は制限しませんので、自由に日頃の疑問を解消してください。
○勉強会の参加者全員で多くの知見を得るため、模造紙の作成と発表は行います。
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